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我々は、sub-MeV・MeV帯域の宇宙観測の感度向上を目指し、2016年打上げの「ひとみ」衛星でも搭載され
た Si/CdTe半導体コンプトン望遠鏡とアクティブシールドを組み合わせた狭視野 Si/CdTeコンプトン望遠鏡の
性能実証実験機miniSGDを開発した。miniSGDは、有効検出面積 32×32 mm2で 0.5 mm厚の Si両面ストリッ
プ検出器 (DSSD)2枚と、同じく 32×32 mm2で 2 mm厚のCdTe両面ストリップ検出器 (CdTe-DSD)4枚からな
る半導体コンプトン望遠鏡と、厚さ 20-30 mmの 9個の BGOシンチレータからなるアクティブシールドで構成
される。2023年にオーストラリアにて予定していた気球実験はキャンセルされたが、次の放球機会を目指し改良
を続けている。本講演では、miniSGDのコンプトン望遠鏡の性能の現状について報告する。
これまでに、地上で累計 1000時間以上の運転を達成している。また、データ解析において、CdTe-DSDの両

面の電極の信号差と、アクティブシールドとのコインシデンスによる裏面照射を用いた、CdTe-DSDにおける相
互作用深さ (Depth Of Interction: DOI)の推定方法を開発し、Si/CdTeコンプトン望遠鏡としては世界最高に匹
敵する角分解能を得た。現在は、さらにデータを詳細に解析してイベントセレクションを強化し、CdTeのDOI
の推定精度を高めてコンプトン再構成の角分解能向上に取り組んでいる。


